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子　神奈川大学心理相談センター紀要　心理相談研究　第 12 号，pp.37-50　2022 年 3 月 31 日

 B 2  保育者養成校と附属園における協働的教育の試み (2) ～異分野融合型研究プロジェクトの実践～

（共著）．實川慎子，窪谷珠江，久留島太郎　2022 年度植草学園大学学内共同研究第 5 次報告書．

pp.41-47　2023 年 3 月 31 日

 B 3 �保育現場との連携を生かした保育者養成 (2) ～乳児保育での絵合わせカード製作を通して～（単

著）．實川慎子　2022 年度植草学園大学学内共同研究第 5 次報告書．pp.48-50　2023 年 3 月 31 日

 B 4  親子でかんたん！手作りパズルの作り方（単著）．實川慎子　2022 年度植草学園大学学内共同研究

第 5 次報告書．pp.29-30　2023 年 3 月 31 日

 B 5 �幼稚園教育実習・保育実習指導の一層の発展・充実をめざして～実習記録簿・評価表・指導案に

関するアンケート結果～ ( 共著 )．實川慎子，北田沙也加，松原敬子，栗原ひとみ，入澤里子，植

草一世，久留島太郎　2022 年度植草学園大学学内共同研究第 5 次報告書．pp.51-59　2023 年 3 月

31 日

髙木　夏奈子
 A 1  0 ～ 6 歳児「創造性を豊かにする」保育―よくあるギモン 30 ＆表現遊び 20―（分担）．髙木夏奈子，　

東洋館出版　pp.32-33　pp.62-63　pp.74-75　pp.90-91　pp.114-115　2023 年 2 月 22 日

 B 1  小学校入学時に児童が歌えると期待されている「子どもの歌」の大学生における認知度―幼小接

続の観点から―（単著）．髙木夏奈子　植草学園大学・植草学園短期大学　教職・公務員支援センター

年報　第 3 号　pp.46-51　2022 年 10 月 31 日

 B 2 �地域の保育者グループによる子育て支援イベント「パパ・ママカフェ」における音楽・美術鑑賞ミ

ニワークショップの実践（単著）．髙木夏奈子　2022 年度植草学園大学学内共同研究第 5 次報告書 

（研究代表　栗原ひとみ）．pp.60-62　2023 年 3 月 31 日

名古屋　恒彦
 A 1 �知的障害教育における「個別最適な学び」と「協働的な学び」（単著）．名古屋恒彦　東洋館出版社　

2022 年 10 月 10 日

長谷川　修治
 B 1  中高英語教科書語彙から見た英語教育批判の妥当性―1990 年代から 2000 年代を中心に―（単著）．

長谷川修治　植草学園大学・植草学園短期大学 教職・公務員支援センター年報　第 3 号　pp. 19-28　
2022 年 10 月 31 日

 B 2 �中学 1 年生の意識調査から見た小学校英語のあり方―5・6 年生に焦点を当てて―（単著）．長谷川

修治　植草学園大学研究紀要　第 15 巻　pp. 21-32　2023 年 3 月 31 日

 B 3 �大学生の英語の学習観と学習方略，学習行動，学習時間との関連（共著）．金子功一，長谷川修治　

植草学園大学研究紀要　第 15 巻　pp. 13-20　2023 年 3 月 31 日

早川　雅晴
 B 1  Population genetic structure of Little Tern (Sternula albifrons) in Japan inferred from nucleotide sequence 

diversities of the mitochondrial DNA control region. M.Hayakawa, M.Suzuki-Matsubara, K.Matsubara, 
S.Kanazawa, T.Fujii, W.Kitamura, R.A.Murofushi, and A.Moriyama. Ornithological Science Vol.21 pp.155-
163 2022

 B 2 �小中学校の生活科及び理科の教科書で扱われる動物種の調査．（単著）植草学園大学・植草学園短
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期大学　教職・公務員支援センター年報 Vol.3　pp.52-56　2022 年 10 月 31 日

 B 3  2019-2022 年に植草学園大学構内で確認された哺乳類 .（単著）．植草学園大学紀要 Vol.15　pp.45-
54．2023 年 3 月 31 日

村上　悦子
 B 1  互いの価値観を知り認め合うために―「人間と道徳」の授業実践例―（単著）．村上悦子　植草学

園大学植草学園短期大学　教職・公務員支援センター年報　第 3 号　pp.94-102　2022 年 10 月 31

日

森高　光広
 B 1  実践事例報告「協働による造形活動の学びについて－保育園、幼稚園園児と小学生児童の協働

造形活動実践を中心として－」（単著）植草学園大学教職・公務員センター年報第 3 号　2022 年 10

月　pp.59-70 頁 2022 年 10 月 31 日

 B 2  研究ノート「「漫画家の絵本の会」について～漫画家が描く絵本原画展示会について」（単著）『マ

ンガ研究』29 号　日本マンガ学会　16 頁　pp.8-24 頁　2023 年 3 月

 B 3  研究ノート「森高研究室活動実践～幼・保専攻学生の学外活動の学び」（単著）全国大学大学造形

美術教育教員養成協議会『大学造形美術教育研究 21 号』4 頁　2023 年 3 月

 B 4  研究ノート「教育現場でのスタンピング技法の活用」（単著）全国大学大学造形美術教育教員養成

協議会『大学造形美術教育研究 21 号』4 頁　2023 年 3 月

横田　経一郎
 A 1 名人 ･ 達人に学ぶ！国語授業の「発問」術（分担執筆）．明治図書　2022 年 9 月 9 日

保健医療学部
荒金 房子
 B 1  中高英語検定教科書に見られる発話行為－中高連携での円滑なコミュニケーション能力の育成を

めざして ―（単著）．荒金房子　植草学園大学研究紀要　第 15 巻　pp.55-66 頁　2023 年 3 月 31 日

 B 2  中学校英語検定教科書における依頼表現と応答－実際的コミュニケーション能力の育成を目指し

て―（単著）．荒金房子　植草学園大学・植草学園短期大学教職・公務員支援センター年報　第 3

号　pp.29-35　2022 年 10 月 31 日

大平　雅弘
 B 1  Changes in the higher-level functional capacities for modern daily living in community-dwelling stroke 

survivors: A preliminary case series. T.Kawasaki, M.Ohira, R.Endo, K.Muto, H.Sakai, K.Goto. Frontiers in 
Neurology, 2022 Oct19;13:948494. doi:10.3389/fneur. 2022. 948494. eCollection 2022.

倉山　太一
 B 1  Effects of Alternating Bilateral Training Between Non-Paretic and Paretic Upper Limbs in Patients with 

Hemiparetic Stroke: A Pilot Randomized Controlled Trial. Kumagai M, Uehara S, Kurayama T, Kitamura S, 
Sakata S, Kondo K, Shimizu E, Yoshinaga N, Otaka Y. J Rehabil Med. 2022 Nov 1;54:jrm00336. 

 B 2 �歩行運動方程式の導出過程 -Simplest walking model-（共著）．倉山太一，小宮全　支援工学理学療

法学会誌　第 1 巻　第 1 号　2021 年
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 B 3 �歩行運動方程式の数値計算方法 -Simplest walking model-（共著）．小宮全，倉山太一，支援工学理

学療法学会誌　第 1 巻　第 1 号　2021 年

桑名　俊一
 B 1  Anesthetic effects of sevoflurane on the mouse somatosensory cortex: A flavoprotein fluorescence imaging 

study. （共著） M．Senoo, T. Sugita, T. Iwamoto, I. Fukushi, H. Maeda, H. Arisaka, S. Kuwana. The Open 
Pain Journal, 2023; 16:e187638632301261．

千田　直人
 B 1 �放課後等デイサービスを利用する小学校通常学級児童の感覚処理・行為機能の特徴（単著）．千田

直人　植草学園大学研究紀要　第 15 巻　pp.67-73　2023 年 3 月 31 日

千葉　諭
 B 1 �後方重心位でのスクワット動作は前脛骨筋の筋活動を増大させる（単著）．千葉諭　植草学園大学

研究紀要　第 15 巻　pp.75-80　2023 年 3 月 31 日

中嶋　康之
 B 1 �新鮮腰椎分離症に対する早期リハビリテーションによる腰椎アライメント変化の検討（共著）．中

嶋康之，塚越祐太，氷見量，源裕介，都丸洋平　日本臨床スポーツ医学会誌　第 31 巻　第 1 号　

pp.63-67　2023 年 1 月 31 日

前田　仁士
 B 1  Anesthetic effects of sevoflurane on the mouse somatosensory cortex: A flavoprotein fluorescence imaging 

study. （共著） M．Senoo, T. Sugita, T. Iwamoto, I. Fukushi, H. Maeda, H. Arisaka, S. Kuwana. The Open 
Pain Journal, 2023; 16:e1876386323011261．
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植植草草学学園園大大学学研研究究紀紀要要投投稿稿規規程程

〔制 定 平成２０年７月１６日〕

〔最近改正 平成３０年６月２０日〕

（目的）

第１条 この規程は，植草学園大学研究紀要発行に関する規程 以下｢紀要発行規程」

という。）に基づき，研究紀要の投稿等に関し，必要な事項を定めることを目的と

する。

（投稿論文の募集及び採否）

第２条 投稿論文の募集及び採否は，次によるものとする。

一 投稿論文の原稿募集は，植草学園大学研究委員会（以下「研究委員会」という。）

が行う。

二 投稿論文の採否は，研究委員会において審査の上決定する。

（倫理上の配慮等）

第３条 投稿論文は，次の条件を満たすものでなければならない。

一 倫理的に配慮されたものであり，かつ，個人情報の保護が遵守されたものであ

ること。

二 「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」（平成２９年２月２８日一部

改正，文部科学省，厚生労働省）等（別記参考１）に該当する研究については，

植草学園大学研究倫理委員会の承認を得ていること及びその旨を明記しているこ

と。

三 動物実験を含む研究に関しては，植草学園大学動物実験委員会の承認を得てい

ること及びその旨を明記していること。

（投稿論文の条件及び種別）

第４条 投稿論文の種別及び内容は次のとおりとし，国内外の他刊行物に掲載されて

いない論文あるいは現在投稿中でない論文に限る。

種 別 内 容

一 原著 オリジナルな研究成果をまとめたものであり，学術的あるい

は社会的に価値があるもの。

二 総説 特定の分野や主題について，関連文献・資料に基づき総括的

・展望的にまとめたもの。

三 短報 速報的に発表するために，研究内容を比較的短くまとめたも

の。形式は原著に準ずる。

四 調査報告あ

るいは資料

調査結果や研究資料をまとめたもの。
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（執筆要領）

第５条 投稿する原稿の執筆要領は，次のとおりとする。

一 原稿は，和文又は英文とし， で作成すること。

二 英文（抄録等を含む。）については，執筆者の責任において英語を母国語とする

者又はそれに準ずる者の校閲を経ること。

三 原稿は，図表・文献・英文要旨を含めて仕上がりで１２ページ以内とする。別紙

体裁見本を参考に，所定内に収まるようにすること。

四 用紙サイズ，文字フォント，記号，文字数等は，次により作成すること。

ア 用紙設定及び文字組

判用紙を用い，縦置き，横書きを基本とする。この他の場合には，研究委員

会において検討の上，取り扱いを決定する。

イ 本文のフォント

和文の本文フォントはＭＳ明朝とし，英文の本文フォントは

を標準とする。

ウ 和文本文のポイント等

１０ポイント，本文２段組，１段は２３字×４２行，刷り上がり 判２段組み

で作成する。

エ 和文の表題、著者名，章節の見出し，文献，注記等

原則として次の五に示す様式及び別紙体裁見本に従って作成する。

オ 英文の本文のポイント等

１０ポイント，本文２段組，１段は４２行，刷り上がり 判２段組みで作成す

る。

カ 英文の表題，著者名等

原則として次の五に示す様式及び別紙体裁見本に従って作成する。

キ 和文の表記等

現代仮名遣いに従い，正確に句読点をつける。英語の単語を２行にわたって表

記しない。

ク 図表

ア 本文中に挿入箇所を指定し，明示する。

イ 術語を略記する場合は，初出の際に注記する。各専門分野で認められてい

る省略記号を用いることは，差しつかえない。

ウ 度量衡は，原則としてＳＩ単位系 別記参考２）を使用する。

エ 統計処理を行ったときは，統計検定法を明記する。

オ 体裁見本を参考に，各図表に必要なスペース・分量を含めた上で仕上がり

が１２ページに収まることを確認する。

五 和文論文の原稿形式は次のとおりとする。

ア 論文の種別は本規定第４条の種別（原著，総説，短報，調査報告・資料）に

よる。

イ 表題

ウ ランニングタイトル（短縮表題）：４０字以内とし、副題を記さない。
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エ 著者名：連記し所属を肩数字で示す。

オ 所属：所属ごとに冒頭に肩数字に対応する数字を示す。

カ 要旨：４００字以内とする。

キ キーワード：５語以内

ク 本文の形式

ア はじめに，研究目的，方法，結果，考察など論文としての形式を整える。

ただし，総説，資料はこの限りではない。

イ 本文の見出しにおける章・節・項等の展開と項番号については，別紙体

裁見本を参考にする。

ウ 本文中の引用文献は，文献欄の記載と同様に原則として次のＡ方式によ

るものとするが，Ｂ方式でも可とする。ただし，Ａ，Ｂ両方式の混在は認

められない。

Ａ方式 （原則）

本文における引用文献の記載は，原則として引用箇所に引用番号（引用

順）を肩番号（算用数字，片かっこ）で記す。

著者名を記載する際，著者が３名以上の場合は「（筆頭著者）他」と記し，

欧文文献においては「（ ） 」と記す。

Ｂ方式

本文中における引用文献の記載は，著者名の後に（ ）付きで発行年を示

し，必要に応じてページを加える。

引用文等の後では これらの情報を（ ）内に明記する。

ｃ 著者名は，本文中では３名まで連記し，それ以上は「他」，欧文文献では

「 」と略記する。ただし，３名以上の著者の場合，本文中で２回

目の言及の場合は，第１著者名の次に「他」，欧文文献では「 」を

つける。

【例】

山田（ ）によれば・・・

山田（ ）によれば・・・

山田（ ）は，「・・・・・」（ ）と述べている。

一般に，「・・・・・」（山田 ）と言われている。

ケ 文献欄の記載原則

文献の引用は本文に引用されているもののみとし，次のＡ方式またはＢ方

式のいずれかとする。投稿の際には，いずれの方式をとるかを明記する。

Ａ方式

文献（引用もしくは参考にした文献）の著者名は，３名まで連記し，そ

れ以上は｢他」，欧文文献では「 」と略記する。

ｂ 文献は，本文中に出現する順番に従って番号をつけ，正確に記載する。

文献が抄録・要旨の場合は，それが唯一の情報源である場合に限り，引
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用可能とし，引用の際，引用文末に邦文抄録では（会），欧文抄録の場

合は（ を明示する。

印刷中の文献は引用文文末に邦文文献では 印刷中），欧文文献では

（ を明示する。

，未発表データ，投稿中の論文は，文献に加え

ない。これらは，本文中に（未発表データ，年号）と記載する。

【Ａ方式における文献欄の記載方法】

雑誌の場合：記載例 ～

著者名．表題．雑誌名．発行年（西暦）；巻数 号数 ：開始頁－終了頁

＊ 雑誌名の略称が定められている場合は，略称を用いる。

単行本の場合：記載例 ～

著者名．表題．編著訳者名．発行所：出版社；発行年 西暦 ． （開始頁）

（終了頁）

＊ 参考文献の場合は，ページ数を省略可。

電子文献の場合：記載例 ～

＊ 電子文献とは，電子雑誌，電子図書，電子形態の論文，Ｗｅｂページ，

電子版 データベースをいう。個人的な電子メールや投稿中の電子論文，未

発表のデータ等については，参考文献として認められない。

記載例．

甲斐靖幸．電子文献を参照した場合の参照文献の書き方．情報処理．

清水潤，西山和利，武田皓一他．筋生検でtype Ⅱ atrophyを認めた進行

性半側萎縮症の１例（会）

ルーマン ．社会の教育システム．村上純一訳．東京 東京大学出版会

植松貞夫．北欧の公共図書館における貸出返却のセルフサービス化．図

書館情報大学附属図書館報． ； （ ）．（オンライン）．＜

＞．参照 ）

坂口竜己ほか．画像の２次元離散コサイン変換．電子情報通信学会和文

論文誌－ ． ； （ ）： ．（ ）

； （ ）： ． ）．

＜ ＞．

（ ｄ ）
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Ｂ方式

第１著者のアルファベット順になるように文献を列記し，著者名は全

てを記す。

文献が，抄録・要旨の場合は，それが唯一の情報源である場合に限り，

引用可能とする。その場合，文献欄には出典を記した後に と

明記する。

印刷中の文献は，誌名（書名）等の後に，（ ）と明記する。

私信（ ），未発表データ，投稿中の論文は，

文献に加えない。

【Ｂ方式における文献欄の記載方法】

雑誌の場合：記載例 ，

著者名（発行年）．「表題」『雑誌名』巻数号数，開始頁 最終頁．

単行本の場合：記載例 ～

著者名（発行年）．『表題』発行所：出版社．

単行本に収録された論文等の場合：記載例 ，

論文等の著者名（発行年）．「表題」 単行本の編者名 『雑誌名』（

開始頁 最終頁）発行所：出版社．

電子文献の場合：記載 ，

著者名（発行年）．「表題」あるいは『雑誌名』等 巻数号数等，開始頁

最終頁等．

＊ 電子文献とは，電子雑誌，電子図書，電子形態の論文， ページ，電

子版データベースをいう。個人的な電子メール等は，文献として認められな

い。

記載例

バトラー後藤裕子・竹内麻子（ ）．「小学校英語活動における評

価：児童（ ）を使った試み」『日本児童英語教育学会研究紀要』第

号，

文部科学省（ ）．『小学校学習指導要領解説 外国語活動編』東京

：東洋館出版社．

樋口忠彦・大城賢・國方太司・髙橋一幸（編）（ ）．『小学校英語

教育の展開―よりよい英語活動への提言―』東京：研究社．

松見法男（ ）．「『こころ』から『ことば』を観る」 縫部義憲
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（監修），『講座・日本語教育学 第３巻 言語学習の心理』（ ）

東京：スリーエーネットワーク．

Brown, K.Malm kjær & J. Williams, (Eds.), Performance and competenc

ベネッセ教育研究開発センタ（ ）．『第２回 小学校英語に関する

基本調査（教員調査）』

詳細については，

の第 版を参照すること。

コ 図表・写真とその説明文

ア 図表・写真番号は，図１，表１のように，それぞれ通し番号を付ける。

イ 図・写真の番号，題名及び説明文は図の下に，表の番号，題名は表の上に付け

る。

ウ 図表・写真は，原則としてモノクロとする。

エ 図表・写真のデータ形式

図・写真の画像データは， ， ， のいずれかとする。

表は，エクセル形式又はテキスト形式とする。

電子データがない場合は，鮮明な原本を用いる。

オ 図表・写真の題名及び説明文は，文字データとし，図表データとは別にして添

付する。

サ 英文要旨

ア 英文要旨の記載は，最終ページを充てる。

イ 英文要旨は，次の事項を基本に別紙体裁見本にしたがって作成する。

論文種別の英語表記は以下のとおりとする。

原著：

総説：

短報：

調査報告・資料：

表題は，２０語以内とし，必要に応じて副題を記す。

著者名の英語表記は，連記し所属は肩数字で示す。

所属の英語表記は，所属ごとに冒頭に肩数字に対応する数字を示す。

要旨は，４００語以内とする。

キーワードは，５語以内とする。
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六 英文論文の原稿形式は，原則として和文原稿に準じ次のとおりとする。

ア 英文の本文の文字サイズは１０ポイント，２段組，１段は４２行とする。

イ 表題，著者名，要旨，本文，文献等については，和文論文の体裁見本にしたが

って作成する。ただし，要旨は４００語以内とする。

ウ 論文の種別は，第４条に規定するところに準ずる。

エ 論文末に掲載する和文要旨（ 字以内）と日本語キーワード（ 語以内）を和

文論文における英文要旨の体裁見本にしたがって作成する。

オ 短縮表題は，４０字以内とし，副題を記さない。

（投稿手続）

第６条 投稿手続きは，次のとおりとする。

一 投稿申込書の提出投稿者は，次の事項を記載した投稿申込書をその年度の指定さ

れた期日までに事務局総務課に提出する。

ア 論文等の種別

イ 表題

ウ 著者名・所属

エ その他 予定ページ数，図表等の概数，必要に応じて，投稿説明資料

オ 筆頭著者の連絡先（メールアドレスを含む。）

二 査読用原稿の提出

投稿者は，次により査読用原稿を投稿締め切り日までに事務局総務課に提出する。

ア 印刷した原稿３部（査読用として無記名版を２部，記名版を 部）

イ 投稿票１部

ウ 原稿の締め切りは，１０月を基準とする。

エ 査読用の原稿は，完成したものを提出しなければならない。提出後の修正は，

研究委員会が修正を求めた場合以外は認めない。

三 査読用原稿の取扱い

ア 投稿された原稿は，査読を実施し，必要がある場合には，投稿者に対し原稿の

修正を求める。

イ 研究委員会は，体裁について修正する必要があると認めたときは，投稿者に対

し助言し，修正を求める。

四 掲載の採否

掲載の採否は，論文等の種別の判断を含め，査読結果を基にして研究委員会が決定

する。

五 掲載用原稿の提出

投稿論文が採用された場合は，次により掲載用原稿を提出する。

ア 採用決定後，速やかに事務局総務課に提出する。

イ 英文要旨を含む本文原稿は，電子データ及び印刷したもの１部を提出する。

ウ 図表・写真及びその題名・説明文の原稿は，電子データを本文原稿に

添えて提出する。図表・写真の電子データがない場合は，原本を提出する。

（校正）

第７条 掲載用原稿の校正は，次による。
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一 著者による校正は，再校正までとし，それ以上は原則として行わない。

二 著者校正以後校了までは，研究委員会の責任において行う。

（改廃）

第８条 この規程の改正は，研究委員会の議を経て委員長が行う。

附 則

この要領は，平成２０年８月１日から実施する。

附 則（平成２５年８月７日研究委員会承認）

この要領は，平成２５年８月７日から実施する。

附 則（平成２６年７月１４日研究委員会承認）

この規程は，平成２６年６月１８日から施行する。

附 則（平成２９年６月２１日研究委員会承認）

この規程は，平成２９年６月２１日から施行する。

附 則（平成３０年６月２０日研究委員会承認）

この規程は，平成３０年６月２０日から施行する。

別記参考１ 倫理関係指針等 植草学園大学研究紀要投稿規程第 条関係

１）「厚生労働科学研究における利益相反 の管理に関す

る指針」 平成２０年３月３１日科発第 号厚生科学課長決定

２）「臨床研究に関する倫理指針」Ｈ 年 月 日全部改正，厚生労働省

３）「疫学研究に関する倫理指針」Ｈ 年，Ｈ 年改正，文科省，厚生労働省

４）「臨床研究に関する倫理指針質疑応答集（Ｑ＆Ａ）の改正について」Ｈ 年改正，

厚生労働省医政局

別記参考２ 度量衡 植草学園大学研究紀要投稿規程第 条第 号ク関係

単位系

（国際単位系 及びその使い方）に規定されている。
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学部の英文表記 植草学園大学研究紀要投稿規程第５条第５号サ イ 関係別紙体裁見本

１ 発達教育学部

２ 保健医療学部

量
基本単位

名 称 記 号

時間 秒 ｓ

長さ メートル ｍ

質量 キログラム ｋｇ

電流 アンペア

熱力学温度 ケルビン

物質量 モル

光度 カンデラ



◇編集後記◇

植草学園大学研究紀要 15 巻では、原著論文 6 本、調査報告・資料 2 本を無事掲載する

ことができました。

コロナ禍で加速した電子化の流れの中で、今年度から紀要を電子版で発刊することと

なりました。冊子としては残らないことで寂しさを感じることがあるかもしれませんが、

これまで基本的にモノクロであった本文中の図表がカラーになり、見やすくすることが

できました。今後も、変化の激しい現代社会にあって、時代のニーズにマッチし、植草

学園大学にふさわしい紀要の発刊に尽力していきたいと思います。

最後になりますが、教育・研究・学務等の仕事でご多忙の中、時間を割いて誠実に査

読してくださった先生方に感謝いたします。また、発行に際して多大なご協力を得ました、

総務課小川主任に感謝いたします。

編集委員長　

植草学園大学研究紀要第 15 巻　編集委員会
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